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妊娠中の栄養・食生活及び母乳哺育に対する意識の変化

研究第4部　染谷理絵

要約；

愛育病院の母親学級受講者212名を対象に、妊娠週数16～23週（1期）、24～31還（狂期）及び32～39週（皿期）の

時点で、食生活及び母乳哺育に対する意識について調査を行い、次の結果を得た。

1　栄養・食生活にっいて、　r妊娠後』特に渡意を払うようになったという者は55．7％、　r常に」あるいはr妃i娠前か

　ら』開心を持っていたという者はそれぞれ20％前後に過ぎなかった。

2　各期におげる毎日の食事のとり方はr3食とも栄義を考える』者は30％前後、　r1食は有り合わせまたは軽い」と

　いう者が60～66％に券られ、妊娠経過に伴い後者の比率が増加する傾向にあった。

3　栄養・食生活について、　r妊娠後」特に潅意を払うようになった者はr常に」あるいはr妊娠前から』関心を持っ

　ていた者に比べ、　r3食とも栄養を考える』者は少なかった。また、　r3食とも栄養を考える』者は野菜・海革、小

　魚、レバーの摂取を増やす者が多かった。

4　1及び班期に母乳栄餐を望む者はそれぞれ76．7％、82．5％で、他は混合栄養を望んでいた。また、　1、凪朗共r3

　食とも栄養を考える」者、小魚、レバー、卵などを多く摂る者に母乳栄養を望む者が多かった。

5　母乳栄養確立のために、乳房マッサージ、食事の濾意などの心がけを行っていた者は∬及び皿期に3／4前後にみら

　れた、

6　出産後、病院での過ごし方について、1日中児と一緒にいたいという者は母乳栄養を、授乳時または昼藺だけ一緒

　にいたいという者は混合栄養をそれぞれ望む者が多かった。

見出し硲；　　妊婦、食生活、母乳哺育に対する意識
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1　研究目的

　妊娠中の栄養・食生活は母体の健康、胎児の発育にと

って重要であることは言うまでもなく、また、出産後の

母乳栄養の確立や家族が健全な食生活を送る上にも大き

な影響を持つものと思われる。妊娠中は、母親学級や定

期検診を通して、栄養・食生活に関する知識を得ること

が多く、その改善を期待できる時期と言えよう。我々は

先に、近い将来、結婚、出産を迎える女子短大生を対銀

に食生活及び食行動の実態などに関する調査を行い、三

食のリズムの乱れ、欠食、食事内容の簡素化、また体重

減量のための減食や、精神的な食欲低下あるいは過食傾

向などの食行動上の間題を揖摘したD2）。これらの間題

点は自炊をする下宿生に多くみられ、また、自宅におい

ても自分で食凄の用意をする場合には同様の傾向を示し、

この年齢においても自己の食生活が自分自身で正しく管

理できているとはいえなかった。駒井の報告3，によると、

妊振中においても食品の摂取傾向は大幅に変わるもので

はなく、習慣化した食事形態を変えることは容易ではな

い者もいるという。

　そこで、妊娠期聞中に食生活に対する意識がどの様に

変化するのか、またこれと母乳職育に対する意識がどの

ように閲連しているのか知りたいと考え、調査を行った。

H　対象及び方法

　1987年2月から王988年1月までに愛育病院の母親学級を

受講した妊婦406名‘；、妊娠週数三6～23三墨（1期）、24

～31週（U期）及び32～39週（皿期）の時点で、食生活、

母乳哺育に対する意識及び母乳哺育確立のための心がけ

などを質問紙法により翻査し、212名からの回答を得た
（回収率52，2％）。

　調査開始時における対象者の平均年齢は28．7±3．5歳、

66、5％は20歳代の者であり、他の者は30歳代であった。

98％の者は初産で、核家族の者が92％を占めていた。ま

た、職業の有無について1及び∬期で調べたところ、有

職者は1期では34、0％、11期では24。2％、これらの中、

フルタイムの者 はそれぞれ49．3％、52．0％であった。

　各期における健康状態をみると、概ね良好であるとす

る者は1期55・7％、近期60・5％、皿期54，8％であり、倦

怠感、便秘、腰痛、胃のもたれなどの微症状の出現状況

は・妊娠期聞により多少異なるが・微症状を有する者は

1期72・9％、皿期73・3％、皿期81・7％で妊振の進行に伴

って幾分その割合は増加している。微症状の程類をみる

と、便秘、頭痛、風邪などは妊娠の進行とともに減少し、

逆に腰痛、胃のもたれ、貧血、むくみ、蛋白尿などは増

加していた。

皿　結果及び考察

1　妊娠中の食生活に対する考え方とその実態

　豆期において、栄葵・食生活にっいての総体的な考え

方を調べたところ、約半数の者（55．7％）は『妊娠後、

特に食事に注意を払うようになった』という。しかし

駒に家族の食事に対して栄養を考えている』あるいは

駐娠前から栄饗に関心を持っていた』と答えた者はそれ

ぞれ20，8％、19，8％に過ぎず、また、　r食事は栄養的で

あるよりも、好きなものを食べればよい』　r食べること

にあまり興味がない』という者も少数ではあるが、それ

ぞれ2。8％、0．9％にみられた。

　1、H、皿期における毎日の食事のとり方をみると

（表1〉、　r3食とも栄養を考える」者は30％前後、60～

68％の者はr1食は有り合わせまたは軽い』という。妃

娠経過に伴ってr1食は有り合わせまたは軽い」という

者の比率が増加傾向にあるのは、食事の準備が負担にな

っている可能倭が考えられる。また、妃娠中であるにも

かかわらず、　．r1食は抜く』という者が全期聞を通して

約5％程度観察された。

　毎日の食事のとり方は家族形態、職業の有無による明

かな違いはなかったが、妊娠各期における健康状態との

関遠をみると、いずれの時期においてもr3食とも栄養

を考える』という者には健康状態が概ね良好という者の

割合力寓高く、　rl食は抜く』　という者に‘よ、便秘、腰痛、

貧血などの飾えが高率にみられた。

　また、毎日の食事のとり方と栄養・食生活についての

総体的な考え方との関連をみると、いずれの時期におい

ても『常に家族の食事に対して栄養を考えている』ある

いはr妊娠前から栄養に関心を持っていた」という者に

はr3食とも栄養を考える』という者が多く、　r妊娠後、

特に食事に注意を払うようになった」という者にはr1

食は有り合わせまたは軽い』という者が多かった。

　さらに、各期において14種の食品のとり方を調べ、そ

1期 ∬期 皿期
212人 212人 ㎜

3食とも栄養を考えてとることが多い 33．0 33．5 27．3

2食はとるが、1食は抜く 3．8 5．2 4．8

3食のうち、1食は有り合わせのものをとる 39．6 39．6 42．1

夕食はきちんととるが、朝食は軽い 23．6 2且．2 25．8

食事はあまり欲しくないが　　間食はよくとる 一
0．5 F

表1　毎日の食事のとり方
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の結果を図1に示す。非妊時に比べ正期に多く摂ってい

る食品は牛乳・ヨーグルト、果物、小魚、レバーの順に

多く、一方、嗜好飲料、香辛料を控える者の割合は茜い。

1期に比べ、∬、皿期に多く摂るものは牛乳・ヨーグル

ト、果物、レバー、野菜・海草であり、主食は娃娠経過

に伴ってむしろ減少し、それに代わり菓子、紅茶・コー

ヒーの摂取が増加していた。石井らの1府10県での調

査‘》においても、娃娠中最も意識的に増髭する食品はヰ

乳であり、逆に減堂する食品は清諒飲料水と、本調査結

果と同様な傾向を示した。

　各期において、食品のとり方と毎日の食事のとり方と

の関運をみると、　r3食とも栄養を考える』という者に

は1期において、菓子や嗜好飲料を控える者が多く、野

菜・海革、小魚、レバーの摂取を増やす者が多かった。
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　図1　妊娠期聞中の各食品のとり方
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図2　妊娠期間中の嗜好の変化

また、皿期においても、同様の傾向が認められた。

　さらに、各期にお ける嗜好の変化を図2に示す。特に

食べたいものが有るという者はいずれの時期も約半数に

みられるが、その内容は時期によって異なる。果物を半

数以上の者が1期にあげていたが、妊娠が進むにつれ減

少し、一方、菓子類を好む者は1期に比べ、∬、皿期に

おいて倍増していた。この結果は、妊娠初期には酸味を、

妊振末期は甘味をそれぞ恥好む者が多いという唐沢らの

報告5｝と一致する。妊娘末期に甘味に対する嗜好が強く

なるのは、分娩に向けてエネルギーを蓄えるという生理

的要求によるものだろうか。一方、特に食べたくないも

のが有るという者はつわりの影響の残る1期に最も多く、

∬及び照期には減少していた。その内容として、1及び

皿期には魚介類をあげる者が多く、また、油料理はいず

れの時期においても嫌う者が多かった。

　各期における、嗜好の変化、と毎日の食事のとり方との

聞には明かな関連はみられなかったが、各食品のとり 方

をみると、大部分の食品の摂取の増減と嗜好は一致する

者が多かったが、、菓子、ジュース。コーラ及び香辛料な

ど妊娠中控えたい≧される食品についてはその摂取を心

がけて控えているためか「食べたい」と思っている者も

みられた。
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表2　児の栄饗法に対する意識とその選択理由

腐査期

栄養法 実数

人）

選　　　　択　　　　理　　　　由 （％）

子供の健康

よい

自然だから

母子聞の愛

が深めら

る

手がかから

い

経済的 母親の健康 母競の美容 仕事を持っ

いるため

その他

i期 母乳群

合群

三6ユ

9
83．2

1．桑

71．4

1．0

66．5

7．1

7．5

4．3

9．3

2．2

5．6

．2

2．5

．O

一14．3 3．1

0．2

皿期 母乳詳

合群

174

7
77．6

2．2

69．0

4．1

68．4

4．1

13．2

0．8

14．4

．1

5．7

．1

1．7

．1

O．6

6．2

2．9

．1

2　児の栄養法に対する意議とその選択理由

　1及び皿期における児の栄養法に対する意識とその選

択理由を表2に示す。人工栄養を望む者は全くみられず、

母乳栄養を望む者（母乳群）は1期76．7％、皿期82，5％

で妊娠の経過と共にその割舎は幾分増加する。この結果

は昭和60年度乳幼児栄養調査e，で示されたrぜひ母乳

で育てたい』とする者の比率より高かった。互期から班

期に至るまで母乳栄養を望む者は72、7％、混合栄餐を望

む者（混合群）は13．4％、この間に混合群から母乳群に

移行した者は10．0％、逆に母乳群から混合群に移行した

者‘ま4レ3％であった。

　母乳栄養を選ぶ理由として1及び皿期共に母乳群の6

7～88％の者はr子供の健康によい』　r自然だから」

晦子聞の愛情が深められる」をあげており、当然のこと

ながら混合群に比べその割合は高い。一方、混合群では

母乳群に比べ「母親の健康』を理由にする者の鵠合が幾

分高く、さらにr仕事のため』とする者の割合が高い。

特に皿期において、　r母親の美容』を理由にする者が8

％も観察されたことは注目に値する。1期に比べ皿期で

は両群とも「子供の健廉によい』が減少し、母乳群では

　r手がかからない』　『経済的』、混合群では『母親の美

容jといった母親が主体となる理由をあげる者の割合が

高くみられた。これば妊娠経過に俸い、児の存在がより

現実的になってくるためかも知れない。

　 栄養・食生活に対する総体的な考え方及びその実態と

児の栄饗法に対する意識との関連を調べた。1、皿期共

　r3食とも栄養を考える』者には母乳群の比率が高く、

その選択理由としてr子供の健駅によい』をあげる者の

比率も高かった。またr食べることに興味がない』とい

う者は、1、皿期共に全員が混合群であった。各食品の

とり方をみると、1、皿期共に小魚、レバー、卵など特

に妊婦に必要なカルシrウムや鉄の供源となる食品を多く

とる者に、母乳栄養を望む者が多かった。また、娃娠中

の嗜好の変化との間に一定の関速はみられなかった。

3　母乳栄養確立のための心がけ

　耳及びIH期における母乳栄養確立のための心がけを調

表3　母乳栄養礁立のための心がけ
　　　　　　　　　　　　　　（％）

心　　が　　け H　期 皿　期

210人 212人
特に心がけていない 20．5 27．4

乳房マッサージ 56．7 53．3

乳首の矯正 16．2 16．5
の購 31．9 32．5
バランスのとれた食事 91．8 80．8

内 主食を多くとる 1．4 4．1

動物性たん白質を多くとる 11．0 21．9

助物性たん自質を控える 2．7 8．2

容 油の摂取を控える 4．1 11．0

低エネルギー食を実施する 2．7 6．8

の 2．7 1．4

べ、その結果を表3に示す。何らかの心がけを行ってい

る者は∬期79、5％、皿期72、6％で妊娠の経過と共にや

や減少していた。その手段として約半数の者は「乳房マ

ッサージ』を、1／3の者は「食事の注意jをあげており、

妊娠期間により差異はみられない。しかし、　「食事の注

意』をあげている場合、その内容をみると、大部分の者

は「バランスのとれた食事』を心がけているが、皿期に

入るとその割合は幾分減少し、1r動物性たん白質を多く

とる1者の割合が上昇する。しかし、逆にr動物性たん

白質や油を控える』　「抵エネルギー食を実施する』者も

皿期に増加している。皿期において、児の栄養法に対す

る意識との閲連をみると、何らかの心がけを行っている

者は当然のことながら母乳群の者に高率にみられた。

　母乳栄養確立のための心がけと毎日の食事及び食品の

とり方との開運をみると、∬、皿期共にr3食とも栄養

を考える』者に「食事の注意」をあげる者が高率にみら

れた。一方、各食品のとり方は主食、動物性たん白質や

油の摂取を増減するという「食事の注意』の内容を必ず

しも反映していなかった。

　本翻査で少数にみられた妊娠中の低工ネルギー食ある

いは低動物性たん白質食はその程度によっては胎児の発

育に影響を与えるというD。また、母体の健康に及ぼす

影饗も懸念されるが、母乳分泌促進についての影響は明

らかではない，しかし、今回の燗査で、このような食事

をとっている者のその内容をみると、他の報告Dにみら

れるようにそれを厳格に実行している様子はなく、従っ

て健康状態にも特別な間題はみられなかった。
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4　出産後の病院での過ごし方

　症期及び皿期における調査結果を表4に示す。両期共

に出産後の病院での過ごし方は病院の方針に任せるとい

う者が半数近くにみられ、昼間だけまたは1日中児と一

緒にいたいという者がそれぞれ約1／4にみられた。授乳

時のみ一緒にいたいとする者は5～8％程度であった。

表4　出産後の病院での過ごし方

病院の方針に俵せる
昼聞だけ一緒にいたい　　23．O
l日中一緒にいたい　　　23，7
授乳時だけ一緒にいたい　　5．2

26，1

23，7
7，6

　版期における児の栄養法に対する意議と病院での過ご

し方との開運をみると、1日中一緒にいたいという者は

母…礼群に、授乳時または昼聞だけ一緒にいたレ、という者

は混合群に多い傾向がみられた。母乳栄養確立のために

は早期に、しかも頻回の授瓢が可能な母児同室制がよい

ことは知られており？レ、母乳哺育を望む者はこのような

理由も考慮に入れているのであろう。

w　結論

　愛育病院の母親学級受講者212名を対象に妊嬢週数16

～23週（玉期）、24～31週（豆期〉及び32～39週（皿期）

の時点で食生活に対する意臓及びその実態、母乳哺育に

対する意識及び母乳哺育確立のための心がけなどを翻査

し、次の結果を得た。

　1．H期において、栄養・食生活についての総体的な

考え方を調べたところ、　「妊娠後、特に食事に注意を払

うようになった』という者は55、7％に上り、　r常に家族

の食事に対して栄養を考えている』あるいはr妊娠前か

ら栄養に関心を持っていた』という者はそれぞれ20％前

後に通ぎなかった。

　2．各期における毎日の食事のとり方はr3食とも栄

養を考える1者は30％前後、　r1食は有り合わせまたは

軽v、」　とレ、う者力曳60～66％にみられ、　吏E娠経過に伴い後

者の比率が増加傾向にあった。

　3．妊嬢後、特に食審に注意を払うようになった者は

常に、あるいは妊娠前から栄養に関心のあった者に匙べ

て、　「3食とも栄養を考える」者は少なく、　r1食は有

り合わせまたは軽い』者が多かった。

　4．　妊娠をきっカ、るナ壱こ牛乳・ヨーグノレト、　果物、　功、魚、

レバーなどの摂取を増やす者が多く、特にr3食とも栄

養を考える』者は野菜・海草、小魚、　レバーの摂取を増

やす者が多かった。

　5．児の栄養法について1及び皿期に母乳栄養を望む

者はそれぞれ76，7％、82、5％で、他は混合栄葵を望んで

いた，また、1、皿期共r3食とも栄養を考える」者、

小魚、レバー、卵などの摂取を増やす者に母乳栄養を望

む者が多かった。

　6．母乳栄養確立のために乳房マッサージ、食事の注

意などの心がけを行っていた者は、∬及び皿期に3／4前

後にみられた。

　7．出産後、病院での過ごし方は、病院の方針に任せ

るという者は半数近く、昼闇だけまたは1日中一緒にい

たいという者がそれぞれ約1／4にみられた。また、1日

中児と一緒にいたいという者は母乳栄養を、授乳時また

は昼問だけ一緒にいたいという者は漫合栄養をそれぞれ

望むものが多かった。

　以上の結果から栄饗・食生活に対する意識及びその実

態は妃娠をきっかけに向上し、母乳栄養に対する認識も

妊娠経過と共に高まっていた。また、母乳栄養に対する

意識の高い者は良好な食生活を送る者が多かった。しか

し、妊娠後、特に栄養に注意を払うようになったとレ、う

者は、妊嬢前から、常に栄養に関心を持っていた者に比

べ、実際の食生活が好ましいとは嘗えず、妊娠中はもと

より、それ以前から適切な食生活を身につけることが肝

要であるといえよう。今後、これら姫娠中の藷条件が出

生後の児の栄養法にどの様に反映しているのか検爵して

いきたい。

　本研究をすすめるに当り・西川寿子（保健指導部）・

野木由里（元愛育病院栄養科）の協力を得、また研究第

4部水野滑子部長にご校閲をいただきましたことを深謝

いたします。
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